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平成16年

井戸端市民通信

雪のまんたらめもりー

１月11日 新秋田市誕生！

大森山動物園が冬の特別開園

編集発行●秋田市広報課

今年もご愛読ありがとうございました。
次回の広報あきたは、「市町合併記念号」
として、１月11日(火)の発行となります。

河辺町、雄和町が秋田市と
一つになります。
合併にちなんだ「ジョイン」
(つなぐ)という曲を練習中の
河辺太鼓保存会のみなさん
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平
成
14
年
12
月
26
日
　

人をつなぐ、自然をつなぐ、街をつなぐー。
緑あふれる新県都「秋田市」が、
平成17年１月11日、いよいよ始動します！

秋田市＋河辺町＋雄和町

河
辺
・
雄
和
両
町
か
ら

合
併
協
議
の
申
し
入
れ

平
成
15
年
２
月
13
日
　
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町

任
意
合
併
協
議
会
を
設
置

秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町

法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

平
成
15
年
７
月
７
日
　

平
成
16
年
７
月
12
日
　
合
併
協
定
調
印
式

平
成
16
年
７
月
22
日

23
日
　
１
市
２
町
の
臨
時
議
会
で

合
併
関
連
議
案
を
議
決

平
成
16
年
７
月
26
日

秋
田
県
知
事
へ
合
併
申
請
書
を

提
出

平
成
16
年
９
月

10
月
　

県
議
会
の
議
決
と
知
事
の
決
定
、

総
務
大
臣
へ
の
届
け
出

平
成
16
年
10
月
28
日
　
総
務
大
臣
か
ら
の
告
示

平
成
17
年
１
月
11
日
　
新
秋
田
市
誕
生
！

平成17年１月11日

新秋田市、いよいよ誕生

任意合併協議会を設置任意・法定協議会は
あわせて15回開催

合併協定調印式

寺田知事に合併申請書を提出

合併までの道のり748日！

◆
合
併
記
念
式
典

午
後
３
時
〜
　
ア
ル
ヴ
ェ
１
階
き
ら
め
き
広
場

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー(

現
河
辺
町
役
場)

▼
午
前
９
時
〜

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー(

現
雄
和
町
役
場)

▼
午
前
10
時
45
分
〜

◆
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所
式



来年１月11日の秋田市・河辺町・雄和
町の合併後に、市議会議員の増員選挙が
予定されています。選挙期日など詳しい
内容は合併後に決まります。
説明会では、立候補の届け出に必要な

手続きを説明します。

市町合併に伴う
秋田市議会議員増員選挙

合併前の河辺町、雄和町をそれぞれ１つの
選挙区として、定数は各２人となります。

原則として、河辺、雄和のいずれかの選
挙区内に住所があるかたが投票できます。

立候補できるかた

秋田市、河辺町、雄和町に住所があるか
たは、河辺、雄和のいずれかの選挙区か
ら立候補できますが、年齢が満25歳以上
などの要件があります。

問い合わせ

秋田市選挙管理委員会tel(866)2260

１月は、合併記念号として１月11日号
のみの発行となります。
２月からは、現在の毎月第２・第４金

曜日ではなく、毎月１日と16日の発行に
変わりますので、ご注意ください。

２月からは毎月１日と16日に発行

対象
昭和59年４月２日から
昭和60年４月１日までに
生まれた秋田市民

１月10日(月)祝日
午後１時から(正午開場)

市立体育館

●オープニングセレモニー(午後１時～)
●式典(午後１時10分～)
●フリートークタイム(午後１時35分～２時40分)

式典当日は、下記の臨時駐車場を確保していますが、
駐車台数に限りがあります。バス・タクシーの利用や
自家用車での相乗りなどにご協力ください。指定外の
企業などの駐車場には絶対に駐車しないでください。
なお、車で送迎されるかたは、交通の妨げになら

ないよう乗降場所にご配慮ください。

●
河
辺
・
雄
和
両
町
の
新
成
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

生涯学習室tel(８６６)２２４５

問い合わせ

交通渋滞の緩和にご協力を！

■臨時駐車場
案内図

フリートークタイムは友人や中学校の恩師との再
会を楽しむ時間ですが、フリートークタイムだけの
参加はできません。
また、式典直前は大変混みあいますので、開会

10分前(午後零時50分)まで会場にお入りください。

新
成
人
の
つ
ど
い

投票できるかた

選挙の区域と定数

立候補予定者説明会

１月14日(金)午後２時30分から
※受け付けは２時から

秋田テルサ(御所野ニュータウン内)

広報あきた
合併記念号は

次回

定数：河辺選挙区２人 雄和選挙区２人

立
候
補
者
説
明
会

※直接、会場においでください

広報あきた　12月24日号03

１月11日発行



私
た
ち
の
住
む
地
域
に
必
ず
い
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
。
民
生
委

員
法
な
ら
び
に
児
童
福
祉
法
で
各
地
区
に

置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
、
昭
和
の
初
め

か
ら
続
く
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。

活
動
の
目
的
は
、
地
域
に
住
む
み
な

さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
で
す
。

少
子
・
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
社

会
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
介
護
や
い

じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
は
、
家

庭
、
学
校
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
複
雑
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
常
に
住
民
の
立
場
で
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
各
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
「
地
域
福
祉
活
動
」
を
展
開

す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
は
た
ら

き
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
三

年
。
今
年
は
、
全
国
一
斉
の
委
員
改
選

の
年
に
あ
た
り
、
今
月
二
日
、
厚
生
労

働
大
臣
と
秋
田
市
長
か
ら
の
委
嘱
状
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
任
・
再
任
を
合
わ
せ
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
六
百
二
十
三

人
。
複
雑
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
、

少
子
化
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
十

四
人
を
増
員
し
て
い
ま
す
。

委
嘱
状
を
手
渡
し
た
佐
竹
市
長
は

「
思
い
や
り
の
心
で
、
市
民
の
幸
せ
な

生
活
の
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
地
域
福
祉
の
時
代
を
担

う
み
な
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
、
児
童

福
祉
法
に
よ
り
民
生
児
童
委
員
協
議
会

昭
和
の
初
め
に
で
き
た

歴
史
あ
る
制
度

民生委員・児童委員が改選
地域福祉、地域のしあわせをとりまく環境は、

少子・高齢化の進行などで、以前にも増して厳しい状況になっています。
介護や育児をはじめ、これからの福祉は、

地域みんなで支え合い、助け合いながら創り出していくことが必要です。
その大きな力となるのが、民生委員・児童委員のみなさんです。

主
任
児
童
委
員
が

子
育
て
、子
育
ち
を
応
援

623
人
の
み
な
さ
ん
を

委
嘱
し
ま
し
た
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12月２日の委嘱状伝達式で、気持ちも新たに

あ
な
た
の
地
区
の
委
員
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
！

地域のしあわせをサポート

金
足
地
区
の
「
母
と
子
の
つ
ど
い
」



を
組
織
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
秋

田
市
に
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
お
お
む

ね
三
十
六
の
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
出
生
率
の
低
下
や

「
児
童
虐
待
」「
非
行
」「
不
登
校
」
な

ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
が
深
刻
化
、

多
様
化
す
る
中
で
、
従
来
か
ら
あ
っ
た

児
童
委
員
制
度
と
は
別
に
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る

主
任
児
童
委
員
制
度
が
、
平
成
六
年
一

月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
区
に
二
人

ず
つ
配
置
さ
れ
、
地
区
の
児
童
委
員
と

協
力
し
な
が
ら
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
開

催
し
た
り
、
子
育
て
を
始
め
た
ば
か
り

の
母
親
や
、
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
の
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

住民の視点から生活を支援します。
地区の委員に気軽にご相談ください。

●民生委員・児童委員のはたらき

社会福祉の制度やサービスの
内容などの情報を住民に的確
に提供します。

住民が必要とする福祉サービ
スを受けられるよう、市役所
などの関係機関とのパイプ役
をつとめます。

住民の求める生活支援活動を行
い、地域における支援体制づく
りにつとめます。

活動を通じて生じた問題点や
改善策についてまとめ、必要
に応じて関係機関などに意見
を提起します。

住民の実態や、福祉サービスの
必要性を把握します。

住民が抱える問題について、
親身に相談に応じます。

広報あきた　12月24日号05

築
山
地
区
の
委
員
は
二
十
五
人
。
会
長

の
佐
々
木
洋
吉
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
築
山
は
お
年
寄
り
が
多
い
地
区
。
相

談
の
内
容
も
お
年
寄
り
の
生
活
に
関
す
る

も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ま

ち
は
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
ま
ち
で
も
あ

り
ま
す
。
隣
近
所
が
助
け
合
う
こ
と
で
互

助
の
精
神
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
地
域
と
行
政
と
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
。
困
っ
て
い
る
か
た
の

手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
互
助
の
精
神
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

築山地区民生児童委員協議会

「
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
」（
築
山
地
区
）

「
笑
顔
が
つ
ど
う
、
明
る
い
地
域
に
」（
金
足
地
区)

12月７日に行われた定例会で

金
足
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会

金
足
地
区
で
は
十
五
人
の
か
た
が
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。
活
動
の
か
た
ち
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
子
育
て
支
援
活
動
と
し
て

「
母
と
子
の
つ
ど
い
」
を
毎
週
火
曜
日
に

金
足
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て
い
ま
す
。

「
と
に
か
く
自
由
に
遊
ば
せ
ま
す
。
多
い

と
き
は
三
十
人
く
ら
い
集
ま
り
ま
す
よ
」

と
主
任
児
童
委
員
の
佐
藤
鈴
子
さ
ん
。
村

井
信
洋
会
長
も
「
つ
ど
い
は
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
の
場
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
密
に

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
を
明
る
く
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自由に遊んだ
後はみんなで
輪になって手
遊び

広面地区の鈴木彪四郎さん(右)が力強く決意表明

社会調査

相　談

情報提供

連絡調整

生活支援

提　言

地区民児協

だ りよ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
総
務
課

tel (

８
６
６)

２
０
９
２

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
４
１
７

あなたの地区の民生・児童委員は６、７ページ
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赤
坂
マ
キ
子
　
安
達
圭
子
　
井
上

文
子
　
小
川
雄
幸
　
工
藤
ヱ
チ
子

齊
藤
碩
之
　
坂
元
昇
　
鈴
木
啓
子

野
呂
晶
子
　
●
星
野
久
一
　
松
渕

紀
子
　
村
越
時
子
　
渡
部
京
　
渡

部
康
　
○
奥
山
純
子
　
○
鈴
木
多

津
子

池
田
成
春
　
池
田
實
　
岩
田
幸
信

粕
谷
カ
ヨ
子
　
木
山
二
郎
　
久
我
淳

子
　
熊
倉
清
繁
　
嵯
峨
齊
　
佐
川
孝

英
　
佐
々
木
サ
チ
子
　
佐
藤
樹
一

佐
藤
輝
雄
　
田
口
和
宏
　
●
田
村
知

子
　
人
見
敏
子
　
福
田
カ
チ
子
　
細

井
安
子
　
丸
谷
和
子
　
山
口
邦
子

山
本
健
一
　
若
林
ヤ
ヱ
　
○
　
橋
み

つ
子
　
○
前
沢
恵
子

伊
藤
邦
子
　
今
井
美
紀
子
　
越
後

谷
慶
子
　
●
越
中
敬
次
朗
　
小
山

正
夫
　
柏
谷
多
香
子
　
後
藤
慎
隆

米
野
壽
子
　
佐
々
木
美
智
子
　
佐

藤
ア
サ
子
　
菅
一
正
　
鈴
木
友
弥

竹
谷
禮
子
　
中
村
和
夫
　
船
木
成

子
　
正
木
修
治
　
○
菅
原
容
子

○
渡
辺
洋
子

池
端
収
　
稲
岡
万
紀
子
　
越
智
チ

ヱ
　
小
原
陽
子
　
恩
田
信
一
　
加

藤
昭
男
　
佐
藤
鉄
男
　
平
裕
　
高

垣
隆
　
高
崎
妙
子
　
●
長
谷
川
悦

朗
　
平
澤
久
男
　
諸
井
喜
三
雄

山
内
洋
子
　
和
田
和
　
和
田
節
子

渡
邊
恵
子
　
○
佐
藤
利
子
　
○
田

中
安

安
藤
浩
　
石
川
朝
子
　
泉
迪
子

太
田
昭
夫
　
小
野
芳
朗
　
加
藤
三

夫
　
川
井
精
一
　
菊
地
登
喜
子

小
松
勇
　
佐
々
木
正
次
　
●
佐
々

木
洋
吉
　
佐
藤
喜
一
郎
　
澤
井
恵

理
子
　
菅
原
良
子
　
妹
尾
弘
　
田

中
小
夜
子
　
原
香
子
　
樋
渡
久
孝

北
條
晃
　
松
橋
博
之
　
宮
澤
惟
安

山
田
直
明
　
吉
田
孝
導
　
○
東
海

林
光
子
　
○
藤
原
博
子

碇
谷
恵
美
子
　
●
大
友
進
　
片
村

タ
エ
子
　
菊
地
建
蔵
　
今
田
聰
子

佐
藤
功
　
澤
谷
頴
子
　
　
橋
一
義

高
橋
優
子
　
　
橋
ゆ
み
子
　
辰
節

子
　
田
中
久
子
　
田
中
陽
子
　
長

澤
善
二
　
中
村
南
海
子
　
廣
嶋
禮

治
　
堀
内
節
子
　
村
山
清
子
　
山

崎
康
司
　
渡
部
忠
夫
　
○
安
宅
睦

子
　
○
石
岡
鋳
久
子

相
場
善
治
　
板
垣
敬
子
　
●
伊
藤

清
司
　
伊
藤
久
子
　
伊
藤
博
子

太
田
静
史
　
工
藤
裕
子
　
谷
内
耕

子
　
沼
田
容
子
　
能
美
ミ
キ
　
長

谷
川
洋
子
　
細
谷
藤
義
　
三
浦
喜

美
子
　
○
伊
藤
妙
子
　
○
加
賀
屋

知
子

●
伊
藤
愼
一
　
伊
藤
美
津
子
　
大

友
ヒ
サ
子
　
岡
部
司
　
柏
谷
昭
治

斎
藤
清
　
斉
藤
慧
子
　
塩
谷
正
文

島
菊
子
　
菅
原
裕
策
　
相
馬
洋
三
　

田
剛
　
高
橋
光
一
　
山
本
郁
子

吉
田
志
保
子
　
○
熊
谷
恵
子

○
宮
田
信
子

●
鐙
屋
英
司
　
石
郷
岡
義
隆
　
石

郷
岡
怜
子
　
石
塚
忠
伍
　
石
塚
義

太
郎
　
小
野
秋
雄
　
川
上
隆
司

工
藤
嘉
司
雄
　
工
藤
勝
義
　
煙
山

和
子
　
幸
野
道
子
　
後
藤
美
代
子

佐
藤
武
義
　
鈴
木
喜
悦
　
鈴
木
貞

悦
　
田
口
久
子
　
谷
村
重
子
　
富

沢
庸
治
　
　
豊
嶋
孝
夫
　
藤
澤
登

志
子
　
三
浦
金
光
　
三
浦
緑

○
小
野
崎
節
子
　
○
田
崎
百
合
子

梅
森
鈴
子
　
越
前
屋
美
智
子
　
大

谷
如
子
　
小
川
律
子
　
加
賀
純
子

加
藤
喜
子
　
児
玉
ト
モ
　
佐
藤
勲

庄
司
次
作
　
菅
原
英
幸
　
●
鈴
木

彪
四
郎
　
　
貝
秀
子
　
高
橋
五
郎

谷
光
子
　
奈
良
祐
一
　
糠
塚
ミ

ヱ
　
長
谷
川
俊
二
　
星
野
百
合
子

三
浦
勝
博
　
三
浦
み
ど
り
　
○
京

野
孝
子
　
○
讃
岐
信
孝

岩
間
明
子
　
越
後
谷
博
子
　
越
後

屋
勇
子
　
太
田
忠
幸
　
小
川
由
紀

子
　
金
森
政
雄
　
伽
羅
谷
政
男

清
澤
義
彰
　
　
橋
勝
　
長
野
谷
真

知
子
　
保
坂
隆
　
●
三
浦
誠
一

向
島
節
子
　
○
大
山
弘
美
　
○
川

辺
真
純

淡
路
ひ
ろ
子
　
石
郷
岡
久
美
子

大
山
ト
キ
子
　
川
崎
幸
二
　
鬼
川

久
幸
　
小
松
英
美
子
　
近
藤
博
子

●
猿
田
桃
子
　
柴
田
久
雄
　
武
田

静
子
　
武
田
留
一
　
野
中
利
雄

船
木
義
治
　
保
坂
賢
次
郎
　
村
上

レ
イ
　
桃
井
裕
子
　
吉
田
久
夫

○
京
谷
恭
子
　
○
高
田
順
子

今
井
勇
　
加
賀
美
洋
子
　
加
賀
谷

重
孝
　
河
口
國
男
　
●
川
村
正
夫

佐
々
木
良
雄
　
佐
藤
栄
一
　
佐
藤

睦
　
　
橋
玲
子
　
中
村
裕
子
　
根

布
谷
美
幸
　
林
美
加
子
　
平
澤
守

藤
林
慶
子
　
○
宇
佐
見
　
子

○
成
沢
明
子

小
川
千
穂
子
　
木
村
佐
喜
雄
　
小

玉
惇
　
佐
藤
信
利
　
武
田
芳
子

田
村
敬
輔
　
●
土
肥
良
三
　
富
樫

明
子
　
外
山
宗
平
　
芳
賀
良
子

星
野
健
一
　
細
部
菊
雄
　
三
浦
智

子
　
八
嶋
昭
康
　
○
京
野
香

○
深
井
鈴
美

石
井
進
　
石
川
京
子
　
●
大
越
亥

年
生
　
大
塚
タ
チ
子
　
桂
川
タ
ミ

子
　
工
藤
君
子
　
熊
谷
栄
助
　
金

曙
子
　
斎
藤
宣
子
　
佐
藤
芳
子

塚
田
勝
子
　
辻
正
　
戸
谷
道
子

中
田
稔
　
船
木
千
喜
子
　
三
浦
安

子
　
村
田
六
郎
　
○
岩
谷
文
子

○
成
田
ま
り
子
泉

新
し
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

み
な
さ
ん
で
す

中
　
通

任
期
●
平
成
16
年
12
月
１
日
〜
19
年
11
月
30
日

＝
敬
称
略
＝

川
　
尻

旭
　
南

築
　
山

旭
　
北

保
戸
野

明
　
徳

港
　
北

土
　
崎

広
　
面

旭
　
川

牛
　
島

八
　
橋

寺
　
内

土
崎
南

●
…
地
区
会
長

○
…
主
任
児
童
委
員



浅
利
和
子
　
一
ノ
関
史
郎
　
伊
藤

慶
子
　
大
山
純
吉
　
菊
地
満
紀
子

子
吉
光
夫
　
佐
々
木
昌
子
　
佐
藤

憲
一
　
佐
藤
富
子
　
菅
原
富
美
子

須
田
五
郎
　
瀧
澤
富
雄
　
●
富
樫

清
弘
　
橋
野
茂
子
　
吉
野
育
子

○
加
納
あ
ゆ
子
　
○
湯
浅
あ
や
め

阿
部
和
子
　
石
井
ヱ
ミ
子
　
●
伊

藤
一
　
伊
藤
祐
子
　
尾
形
益
治
郎

小
野
ト
シ
　
海
風
久
美
子
　
熊
地

春
悦
　
佐
藤
勝
男
　
佐
藤
吉
茂

柴
田
益
子
　
菅
原
チ
ヱ
　
鈴
木
ケ

イ
子
　
田
口
克
己
　
藤
原
久
美
子

正
木
瑠
美
子
　
三
浦
陽
美
　
本
川

圭
子
　
森
本
読
春
　
横
山
茂
　
横

山
秀
男
　
渡
邉
一
義
　
○
後
藤
恵

子
　
○
佐
々
木
直
子

石
川
ル
ミ
　
石
田
朋
子
　
遠
藤
明

子
　
小
田
長
政
美
　
小
山
田
昭
一

片
岡
ケ
イ
子
　
加
藤
久
美
　
鎌
田

通
子
　
川
尻
弘
子
　
北
林
洋
一

小
泉
靖
子
　
●
佐
々
木
善
雄
　
佐

藤
眞
紀
男
　
佐
藤
耀
子
　
飛
田
淑

子
　
冨
岡
道
雄
　
橋
本
秀
一
　
長

谷
部
つ
ぎ
　
山
本
浩
子
　
渡
辺
栄

子
　
渡
辺
タ
マ
　
○
浅
野
裕
美
子

○
門
脇
紀
已
子

利
部
セ
ツ
子
　
鎌
田
正
　
鎌
田
博

美
　
佐
々
木
民
久
　
佐
藤
兆
子

高
橋
喜
悦
　
●
永
井
幸
彌
　
永
井

貢
　
村
松
功
英
　
渡
辺
多
恵
子

○
嵯
峨
恒
子
　
○
渡
邊
セ
ツ
子

石
井
鐵
雄
　
石
川
眞
二
　
石
川
ハ

ナ
　
石
田
啓
子
　
伊
藤
則
子
　
小

野
寺
敏
子
　
加
賀
屋
行
雄
　
木
村

和
賀
子
　
工
藤
ひ
ろ
み
　
佐
藤
忠

雄
　
●
佐
藤
保
　
佐
藤
富
子
　
佐

藤
登
　
佐
藤
久
子
　
佐
藤
善
次

佐
藤
る
い
子
　
関
谷
春
治
　
　
橋

房
　
　
橋
幸
江
　
　
山
千
鶴
子

寺
門
悦
子
　
長
澤
勝
子
　
藤
田
近

三
浦
政
三
　
三
浦
レ
イ
子
　
安
田

タ
カ
子
　
○
安
部
栄
子
　
○
児
玉

孝
子

赤
上
智
恵
子
　
浅
野
良
夫
　
荒
川

淳
子
　
石
垣
恵
美
子
　
石
山
ひ
ろ

み
　
伊
藤
ヤ
ス
　
宇
佐
美
美
保

太
田
敏
子
　
大
水
友
太
郎
　
加
藤

武
美
　
佐
藤
勝
郎
　
柴
田
紀
子

須
田
イ
リ
子
　
住
吉
洋
子
　
高
橋

登
美
子
　
千
蒲
久
義
　
●
筒
井
英

水
　
筒
井
兼
美
知
　
鳥
井
悦
子

能
登
屋
優
子
　
畑
中
康
子
　
浜
田

セ
チ
子
　
廣
瀬
清
登
　
舩
木
新
悦

保
坂
務
　
保
坂
徳
勝
　
○
椎
川
保

子
　
○
渡
辺
裕
子

阿
部
弘
子
　
伊
藤
輝
子
　
宇
佐
美

真
智
子
　
小
林
水
枝
　
●
佐
藤
要

佐
藤
信
子
　
柴
田
初
子
　
中
泉
利

夫
　
中
泉
幸
雄
　
中
川
克
巳
　
中

川
努
　
安
田
巖
　
○
菅
野
悠
子

○
中
川
ハ
ル
子
　

石
井
武
雄
　
大
渕
勇
　
齊
藤
孫
司

●
辻
匡
人
　
中
嶋
ト
モ
子
　
山
田

聰
子
　
○
永
田
凡
人
　
○
古
木
京

子●
相
原
繁
　
相
原
彰
子
　
加
藤
次

男
　
今
野
和
久
子
　
塚
田
武
志

塚
田
武
士
郎
　
塚
田
千
鶴
　
○
安

藤
美
保
子
　
○
渡
辺
静

池
田
長
一
郎
　
石
川
ツ
ヨ
　
嵯
峨

清
嗣
　
●
桜
田
清
　
田
口
悟
　

○
池
田
裕
子
　
○
武
藤
芳

池
田
ま
つ
子
　
石
井
恵
美
子
　
上

村
隆
策
　
榎
恵
美
子
　
工
藤
政
直

熊
谷
勇
　
小
玉
重
夫
　
近
藤
登

坂
口
悦
子
　
菅
原
ミ
チ
子
　
鈴
木

忠
男
　
鈴
木
勇
吉
　
●
諏
訪
孝

高
橋
喜
美
子
　
竹
田
征
子
　
中
村

恵
子
　
西
村
清
美
　
蓮
沼
瑞
穂

堀
井
征
子
　
堀
井
ツ
タ
　
堀
井
紀

子
　
柳
原
基
　
○
小
田
島
恵
子

○
田
近
サ
ト
子

伊
藤
耕
一
　
伊
藤
忠
　
伊
藤
百
合

子
　
永
須
静
子
　
榎
勉
　
加
賀
谷

精
治
　
●
神
谷
薫
　
下
田
慈
子

戸
澤
久
雄
　
橋
本
光
子
　
堀
井
金

也
　
三
浦
利
行
　
柳
原
マ
ツ
　

○
伊
藤
こ
う
子
　
○
塩
谷
啓
子

小
野
寺
明
子
　
鎌
田
育
子
　
菊
地

俊
男
　
熊
谷
か
よ
　
熊
谷
と
も
子

●
嵯
峨
福
雄
　
馬
場
多
美
子
　
松

本
重
春
　
○
加
藤
薫
　
○
佐
藤
美

智
子

飯
塚
均
　
石
塚
恵
美
子
　
川
村
幸

子
　
北
川
フ
ミ
　
●
佐
々
木
紀
男

東
海
林
淑
子
　
長
谷
川
武
司

○
川
村
牧
子
　
○
兒
玉
弘
子

●
石
井
良
一
　
伊
藤
た
か
子
　
伊

藤
正
弘
　
今
野
博
　
中
津
川
満

細
部
あ
け
み
　
渡
邊
節
子
　
○
大

友
敏
子
　
○
柴
田
孝
子

小
野
篤
　
加
藤
成
子
　
佐
々
木
和

子
　
佐
々
木
チ
ヨ
コ
　
佐
藤
貢

千
蒲
隆
　
堀
重
一
　
三
浦
正
成

水
澤
富
貴
子
　
●
村
井
信
洋
　
村

田
悦
子
　
渡
邉
貞
雄
　
渡
辺
幸
子

○
佐
藤
鈴
子
　
○
鈴
木
田
鶴
子

伊
藤
繁
次
　
伊
藤
吉
雄
　
大
守
富

貴
子
　
加
藤
健
　
加
藤
巽
　
川
邉
　

康
　
衣
笠
昭
生
　
小
林
洋
子

佐
良
土
鈴
子
　
清
水
ヨ
シ
　
高
橋

敏
子
　
田
口
照
子
　
西
村
順
治

●
畠
山
精
子
　
平
野
井
和
子
　
松

井
智
栄
子
　
見
上
定
夫
　
山
田
一

政
　
○
折
原
和
子
　
○
藤
丸
恵
子

石
川
濶
子
　
伊
藤
明
子
　
宇
佐
美

平
次
　
小
山
澄
子
　
尾
張
谷
　
子

菊
地
洋
子
　
小
林
喜
徳
　
佐
々
木

晋
太
郎
　
信
田
俊
子
　
鈴
木
弘
子

平
良
亢
一
　
　
橋
ク
ニ
　
手
塚
圭

子
　
中
川
隆
夫
　
●
滑
川
準
治

野
口
い
ね
子
　
船
木
敦
子
　
○
長

谷
川
美
智
子
　
○
三
浦
純
子

安
藤
久
男
　
上
村
政
憲
　
門
脇
利

成
　
齊
藤
百
合
子
　
斉
藤
由
三

佐
々
木
イ
ネ
　
佐
藤
要
　
東
海
林

廣
夫
　
●

橋
一
征
　
長
尾
景
忠

長
澤
千
和
　
藤
原
洋
助
　
古
谷
勝

江
　
森
加
寿
美
　
和
田
良
子

○
小
田
原
里
子
　
○
小
松
友
子

安
宅
花
江
　
穴
倉
正
一
　
石
崎
葉

子
　
伊
藤
勇
　
桐
原
敏
郎
　
斎
藤

緑
　
佐
藤
光
雄
　
澤
木
か
ね
子

高
橋
友
子
　
成
田
成
子
　
●
秦
孝

悦
　
畑
沢
美
津
子
　
藤
村
永
子

武
藤
隆
昌
　
○
佐
川
伊
佐
子

○
畠
山
順
子

●
岡
根
浩
造
　
小
林
京
子
　
関
谷

和
子
　
高
橋
東
洋
治
　
田
堰
庄
一

槇
澤
暁
子
　
谷
口
猶
子
　
渡
辺
京

子
　
○
石
塚
悦
子
　
○
佐
藤
誠
晃

太
　
平

新
屋
勝
平

新
　
屋

泉

上
新
城

下
新
城

飯
　
島

外
旭
川

四
ツ
小
屋

仁
井
田

豊
　
岩

浜
　
田

金
　
足

下
　
浜

下
北
手

上
北
手

御
所
野

寺
内
小

大
　
住

東

桜
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在
宅
で
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
１
か
月
あ
た
り
３
千

円
分
の
秋
田
市
共
通
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
対
象
者

今
年
７
月
〜
12
月
の
間
、
要
介
護
４
ま
た

は
５
の
該
当
月
が
あ
り
、
①
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
が
１
〜
３
段
階
の
第
１
号
被
保
険

者
、
ま
た
は
、
②
市
民
税
非
課
税
の
第
２
号

被
保
険
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の

か
た

※
商
品
券
の
相
当
額
は
、
右
の
期
間
中
の
１

か
月
単
位
で
算
定
し
ま
す
が
、
要
介
護
者

が
、
介
護
保
険
施
設
ま
た
は
医
療
機
関
へ

入
院
・
入
所(
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
除
く)
し
た
日
数
が
月
に
10

日
以
上
の
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
日
数
超
過
の
届

出
を
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

※
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
や
家
族
介
護
慰

労
事
業
を
利
用
し
て
い
る
か
た
は
、
利
用

し
た
同
月
分
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
前
回
の
対
象
期
間(

１
月
１
日
〜
６
月
30

日)

に
条
件
を
満
た
し
て
い
た
か
た
で
、

７
月
に
申
請
し
な
か
っ
た
か
た
の
申
請
も

受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
方
法

１
月
14
日
(金)
か
ら
31
日
(月)
ま
で
、
介
護
保

険
課
、
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー(

現
河
辺
町
役

場)

、
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー(

現
雄
和
町
役
場)

の
窓
口
に
あ
る
申
請
書
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
場
合
、

課
税
状
況
の
調
査
へ
の
同
意
書
が
必
要
で

す
。

■
商
品
券
の
贈
呈
時
期

対
象
者
を
確
認
の
う
え
、
申
請
書
を
提
出

し
た
窓
口
で
３
月
中
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課tel (

８
６
６)

２
０
６
９

農
業
委
員
会
で
は
、
１
月
１
日
現
在
で
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

名
簿
は
、
来
年
３
月
31
日
に
確
定
し
、
そ

の
後
１
年
間
、
委
員
の
選
挙
や
、
委
員
に
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
使
用
し
ま
す
。
名
簿
に

は
補
充
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
登
録
か

ら
漏
れ
る
と
資
格
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
耕
作
証
明
書
な
ど
の
証
明
も
登
録

者
で
な
い
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

■
登
録
資
格
の
あ
る
か
た

秋
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
17
年
３
月

31
日
現
在
で
、
満
20
歳
以
上
の
か
た
で
、
10

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
か
た
、
ま

た
は
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
同
居
の
親
族
と
そ
の
配
偶
者
。

■
調
査
方
法

登
録
申
請
書
は
、
農
政
協
力
員
を
通
じ
て

12
月
中
に
お
配
り
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
１
月
６
日
(木)
ま
で
、
お
近
く
の
農
政

協
力
員
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

tel (

８
６
６)

２
２
７
０

秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

の
改
選
に
あ
た
り
、
ご
み
の
減
量
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
委
員
３
人

(

任
期
２
年)

を
募
集
し
ま
す
。

審
議
会
は
年
３
回
程
度
、
平
日
の
日
中
に

開
き
ま
す
。
報
酬
は
審
議
会
１
回
に
つ
き
７

千
円
で
す
。

■
応
募
資
格

秋
田
市
に
住
所
の
あ
る
20
歳

以
上
の
か
た
で
、
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

は
常
勤
職
員
で
な
い
か
た

■
応
募
方
法

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
800
字
以
内
の
小
論
文(

テ
ー
マ
を

つ
け
て)

に
略
歴
を
添
え
て
、
１
月
14
日
(金)

ま
で
郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
０
１
１
ー
０

９
０
４
秋
田
市
寺
内
蛭
根
三
丁
目
24
ー
３

環
境
部
環
境
総
務
課tel (

８
６
３)

６
６
３
３

Ｅ
メ
ー
ル
　ro-evm

n@
city.akita.akita.jp

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
建
物
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
家

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口16.12.１現在

●人口／318,173人 (+132)
●男／151,526人 (+ 63)
●女／166,647人 (+ 69)
11月分・出生 209人

・死亡 218人
・転入 697人
・転出 556人

（）内は前月比

●世帯／127,786世帯(+97)

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
を

２

秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
委
員
を
募
集

３

在
宅
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
へ
商
品
券
贈
呈

１

家
屋
に
変
更
が
あ
っ
た
ら

早
め
に
資
産
税
課
へ

４

ア
ー
ル



屋
の
取
り
壊
し
や
一
部
減
少
な
ど
、
建
物
に

変
更
が
あ
っ
て
、
ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な

い
か
た
は
、
早
め
に
資
産
税
課
ま
で
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
家
屋
担
当

tel (

８
６
６)

２
０
５
７

１
月
11
日
(火)
か
ら
20
日
(木)
ま
で
、
市
町
合

併
に
伴
う
作
業
の
た
め
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
関

連
す
る
事
務
の
取
り
扱
い
を
停
止
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
関
連
事
務

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
な

ど
　
▼
広
域
交
付
住
民
票
の
交
付
　
▼
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
付
記
転
出
・
転
入

▼
電
子
証
明
書
の
申
請
・
交
付
な
ど

ま
た
、
年
末
の
12
月
29
日
(水)
・
30
日
(木)
に
手

続
き
で
き
る
住
基
ネ
ッ
ト
関
連
事
務
は
、
本
庁

窓
口
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交

付
の
み
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
両
日
の
自
動
交

付
機
の
利
用
は
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課

tel (

８
６
６)

２
０
１
８

１
月
４
日
(火)
か
ら
２
月
28
日
(月)
ま
で
、
ア

ル
ヴ
ェ
３
階
に
あ
る
市
民
交
流
サ
ロ
ン
の
開

所
時
間
が
「
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
」
か
ら

「
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
」
に
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
交
流
サ
ロ
ン

tel (

８
８
７)

５
３
１
２

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
か
た
に
、

学
習
に
必
要
な
費
用
、
給
食
費
な
ど
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

●
申
し
込
み

学
校
で
配
ら
れ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
各
学
校
ま
た
は
市
教

育
委
員
会
学
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

tel (

８
６
６)

２
２
４
３

就
学
援
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

７

１
月
４
日
〜
２
月
28
日

市
民
交
流
サ
ロ
ン
の

開
館
時
間
が
一
時
変
更

６

鈴木チヱさん

“この税が 一市二町の 輪を固め”

納税標語の入選作品が決定！
市と納税貯蓄組合連合会が、共催で募集した納税

標語の入選作品が決定しました。応募総数は79点。
第１席から第３席までの入選作品は看板やステッカ
ーなど、納税ＰＲに活用していきます。

佐藤修治さん　柏木武男さん　川村芳太郎さん　

納税課納税推進担当tel(866)2059

五十嵐一雄さん　小川尚さん　越中谷謙一さん　
臼井道隆さん　小林ユリ子さん　大塚幸絵さん　
臼木裕美さん　進藤祐子さん　豊田つる野さん　
進藤義雄さん

今野聡志さん　鈴木喜市郎さん

わたしは河辺町で生まれました。来
年の市町合併はとてもうれしく思って
います。秋田市、河辺町、雄和町の人
たちがみんな仲良くやっていければい
いなあと思いながら標語を考えました。

第１席

佳作

文化会館は１月17日(月)まで
通常どおり利用できます
１月18日(火)から始まる改修工事のため、大ホー

ル、展示ホールは下記の期間利用できませんが、１
月17日(月)までは通常どおり利用できます。

問い合わせ 文化会館tel(８６５)１1９１

３席

２席

問い合わせ

228万3千円
11月の家庭ごみなどの量は、基準年(平

成14年)の11月と比べて６㌧減り、先月末
の貯金額から６千円増えました。
冬を迎えるこれからが頑張りどころ。

今年度の目標(ごみ減量４千㌧、貯金額460
万円)に向けてがんばろう！

11月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

ち
ょ
っ
と
ず
つ

の
積
み
重
ね
が

大
事
で
す

11月の家庭ごみなどの量

年末年始のごみ収集
「家庭ごみ」＝12月30日(木)まで収
集

問い合わせ

年始は、「家庭ごみ」「資源化物」ともに
１月４日(火)から平常どおり収集します

１月10日(月)は祝日ですが、「家庭ごみ」「資源
化物」の両方を収集します

祝日

環境業務課tel(８６３)６６３１

年始

年末

鈴木チヱさん

大ホール １月18日(火)から３月20日(日)まで
展示ホール １月18日(火)から２月28日(月)まで

なお、小ホールなど一部の施設は工事期間中でも
利用できますので、詳しくはお問い合わせください。

09 広報あきた　12月24日号

▲
▲

市
町
合
併
作
業
の
た
め

住
基
ネ
ッ
ト
関
連
事
務

を
一
時
停
止
し
ま
す

５



10

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

河辺町・戸島小児童が「新秋田音頭」を練習

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
毎
年
、
ゆ
う
わ
国
際
ダ
リ
ア
園

に
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
行
き
ま
す
。

今
年
も
台
風
に
負
け
ず
咲
い
て
い

ま
し
た
。
わ
た
し
も
ネ
コ
の
額
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
六
株
ほ
ど
植
え
て

い
て
、
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し

た
が
、
台
風
で
一
夜
に
し
て
花
が

散
っ
て
し
ま
い
残
念
で
し
た
。
来

年
は
ま
た
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
よ
う
に
、
株
を
掘
り
上

げ
た
と
こ
ろ
で
す(
三
浦
レ
イ
子

67
歳
・
外
旭
川)

●
も
う
十
二
月
な
の
に
家
の
小
さ

な
庭
に
ま
だ
赤
い
ナ
ス
タ
チ
ュ
ー

ム
の
花
が
か
わ
い
く
咲
い
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
寒
そ
う
で
す
が
…

(

渡
部
由
美
子
　
56
歳
・
将
軍
野)

●
エ
コ
ア
ち
ゃ
ん
の
環
境
貯
金
箱

作
戦
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
毎
日

少
し
で
も
ご
み
を
な
く
そ
う
と
、

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
は
手
づ
く

り
庭
園
に
堆
肥
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

植
え
ま
し
た
。
来
年
は
心
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ご
み

の
減
量
は
家
族
み
ん
な
の
仕
事
だ

ヨ
！
　
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
、

温
暖
化
防
止
に
役
立
て
よ
う
と
、

今
日
も
実
行
し
て
い
ま
す(

土
谷

穫
子
　
59
歳
・
飯
島)

●
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
が
茶
町

通
り
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
タ

ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
″茶
町
の
○

○
会
社
ま
で
と
言
っ
て
い
た
の

で
す
が
今
で
も
通
用
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
風
向
き
に
よ
っ
て
、
お

茶
の
何
と
も
い
え
な
い
あ
ま
〜
い

香
り
が
漂
っ
て
き
て
、
ぴ
っ
た
り

の
愛
称
だ
と
思
い
ま
し
た(

泉
康

子
　
48
歳
・
外
旭
川)

●
十
一
月
二
十
六
日
号
「
あ
き
た

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
を
懐
か
し
く
拝

見
し
ま
し
た
。
あ
の
こ
ろ
、
デ
パ

ー
ト
の
屋
上
の
遊
園
地
で
遊
ん

で
、
大
食
堂
で
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ

を
食
べ
る
の
楽
し
み
だ
っ
た
な
ぁ

〜(
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
も
ん
が
　
43

歳
・
外
旭
川)

●
仁
別
の
旭
川
ダ
ム
に
行
っ
た
つ

い
で
に
、
太
平
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
で
は
じ
め
て
プ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。
見
る
の
と
プ
レ
ー
す

る
の
と
で
は
な
か
な
か
大
変
！

そ
れ
で
も
楽
し
か
っ
た
で
す(

深

沢
弘
子
　
63
歳
・
土
崎
港)

●
休
日
に
、
は
じ
め
て
ア
ル
ヴ
ェ

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

12月９日、河辺町の戸島小学校
で、「新秋田音頭」の講習会が行わ
れました。
これは、来年１月11日に開催さ

れる秋田市・河辺町・雄和町の合
併記念式典で披露するための練習
で、戸島小学校のほか、雄和町の
川添小学校と秋田市の明徳小学校
が合同で踊るものです。
指導を受けたのは６年生26人。

本番まであと１か月と迫り、みん
なの表情は真剣そのもの。踊りの

かけ声、“ワッショイ！”の声にも
力が入ります。
この日指導にあたった、秋田市

文化団体連盟、新日本舞踊・瑞
す い

峰
ほ う

流
の瑞峰裕喜峰さんは、「自分の気持
ちを踊りにのせること。式典では、
新秋田市を一緒に盛り上げるとい
う目的を持って踊ってください」と
アドバイスしてくれました。
子どもたちの心をひとつにして

踊る「新秋田音頭」。合併よりも一
足早く、“踊りの輪”が両町へと広

がっています。

新秋田市を一緒に“ワッショイ！”

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

本番さながらの練習が続きます

″



用
し
ま
し
た
。
休
日
で
も
気
軽
に

手
続
き
が
で
き
、
親
切
な
応
対
で

安
心
し
ま
し
た(

大
渕
美
智
子

44
歳
・
新
屋
町)

●
ま
ん
が
三
十
六
歌
仙
を
見
ま
し

た
。
あ
ま
り
時
間
が
な
か
っ
た
の

で
駆
け
足
で
し
た
が
、
絵
が
た
い

へ
ん
お
も
し
ろ
く
、
よ
く
描
く
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
少
し

時
間
が
あ
れ
ば
と
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す(

寺
嶋
敏
雄
　
80
歳
・
新
屋)

●
秋
田
市
建
都
四
百
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
た

一
年
で
し
た
が
、
こ
の
勢
い
を
来

年
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
も
の
で

す(

佐
々
木
ゆ
み
こ
　
33
歳
・
御

野
場)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「い ちょう」、問

２が「次世代」でした。

全問正解154通(応募総数155通)の中から、浅野れい

子さん(南通亀の町)、泉谷良子さん(新屋栗田町)、小

園ツネさん(泉中央二丁目)、越後谷卓史さん(土崎港中

央五丁目)、工藤愛子さん(千秋久保田町)、斎藤タマ子

さん(将軍野東一丁目)、須磨良鋭さん(下新城岩城字金

光畑)、東條要さん(飯島美砂町)、波多野連さん(広面

字大巻)、水嶋恵さん(土崎港南三丁目)の10人のかたに

図書カードをお送りします。

11月26日号の当選者

◆12月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

育児サークル
牛島っ子

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

普段は家に２人でいるこ
とが多いので、お友だちと
遊ばせたいなというときは
ここの催しに来ています。
今日は紙コップや松ぼっく
りで、ツリーとリース作り。
簡単で楽しい！　家でもや
ってみようかな。

子ども未来センタ
ーの「つくっチャオ」
に参加した秋間香
織さんと安美香ち
ゃん(寺内)

仲良く作っちゃおう！

「
実
は
私
も
で
す
ね
…
」。

来
年
一
月
十
一
日
に
発
行
す
る
広
報
あ
き

た
合
併
記
念
号
の
取
材
で
、
河
辺
・
雄
和
両

町
の
か
た
が
た
を
取
材
し
て
、
ひ
と
通
り
お

話
を
聞
い
た
後
の
私
の
一
言
…
。

「
実
は
私
も
河
辺
町
出
身
な
ん
で
す
よ
」。

そ
の
一
言
で
、
そ
れ
ま
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
会
話
が
、「
な
〜
ん
だ
、
そ
う
な

の
ぉ
」
と
、
地
元
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
逆

に
そ
の
後
の
よ
も
や
ま
話
の
ほ
う
が
長
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
名
が
消
え
る
さ

び
し
さ
は
み
な
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。で
も
、

そ
れ
以
上
に
前
向
き
な
話
を
聞
け
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
取
材
し
た
両
町
の
み
な
さ
ん

の
ス
テ
キ
な
笑
顔
は
合
併
記
念
号
で
…(

石

塚)

王さんから筆づかいの手ほどきを受けて水墨画
に挑戦！「上手に描けたでしょ？」

(外旭川小学校６年のなかよし４人組)

家族や親戚と秋田市に遊
びに来て、初めて入館しま
した。突然、花束や天球儀
をもらって、びっくり！　科
学や実験は好きだから、う
れしいな。おもしろい機械
がいっぱいあったけど、一
番は「踊る竜巻」かな。

わたしで10万人です

アルヴェの自然
科学学習館入館
者10万人目の
中川原英亜さん
(横手市)

クリスマス飾りは作業が
とっても細かくて苦労した
けれど、いいできあがり。
子どももおもしろがって手
伝ってくれて、満足そうで
す。帰ったら、さっそく玄
関に飾ることにしました。
夜のコンサートも楽しみ！

クリスマス＆ニュ
ーイヤーinまんた
らめに参加した三
浦晴子さんと友輝
くん（手形）

今日の総合学習は水墨画。
先生は中国から来た王

わ ん

輔民
ふ ー み ん

さんです。細い線で描く先
生の絵は、繊細な中にも“ど
しん”とした重みが…。わた
しが描いたのはマリモと葉
っぱ。むずかしかったけど、
うまく描けたよ。

中国・蘭州市の
王さんから水墨
画の指導を受け
た佐藤菜月さん
(外旭川小６年)

墨でうまく描けたよ

４月に名古屋から引っ越
して来たんですが、秋田と
いっても男鹿半島、きりた
んぽくらいしか知らなくて
…。でも、約半年の講座で
秋田弁や料理なども学んで、
きりたんぽもおいしく作れ
るようになりました。

中央公民館の転
勤奥様教室に参
加した濱島眞奈
美さん(千秋)

秋田暮らしを満喫中

お気に入りができたよ！

11 広報あきた　12月24日号
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問い合わせ

もっとからだを動かそう！
交通機関の発達や電化製品の普及などで、仕事でも

家事でもからだを動かすことが少なくなっています。
運動不足は、食生活の変化とともに、肥満や高血圧、
糖尿病、狭心症、心筋梗塞、骨粗しょう症などの生活
習慣病が増加する要因です。
また、子どもの体力・運動能力は、昭和60年ごろか

ら低下傾向が続いています。子どもの時期に活発な身
体活動を行うことは、病気からからだを守る体力を強
化し、物事に取り組むやる気、集中力、ねばり強さと
いった心の働きも高めます。

運動不足を解消するには、なるべく階段を利用した
り、バス停を１つ手前で降りて歩いたり、日常生活の
中でからだを動かすことを意識しましょう。運動施設
を利用したり、スポーツ教室に参加して仲間をつくり
ながら楽しむことも長続きさせる一つの方法です。特

に子どもには、保護者が積極的に屋外で遊んだり、ス
ポーツに親しんだりする機会を作り、思いきりからだ
を動かすことの気持ちよさや楽しさを味わえるように
しましょう。

質問票を使って生活リズム・食習慣・ストレス・生
活満足度・運動習慣についてチェックします(一次判
定)。その後、市保健センターで栄養士、健康運動指導
士、保健師による個別指導(二次判定)があります。市内
にお住まいの20歳以上のかたならどなたでも無料で受
けられます。この機会に自分の生活が健康的かどうか
チェックしてみましょう。申し込みは保健予防課へ。

健康判定を受けてみませんか

保健予防課tel(883)1175

運動不足のサイン～いくつあてはまりますか？

□いつもエレベーターやエスカレーターを利用する
□休日は家でゴロゴロしていることが多い
□最近、運動していない
□車で移動することが多い
□ズボンのベルトの穴が１つ外にずれた

□からだを動かすことが嫌いだ
□体育の授業以外、からだを動かすことがない
□家の中でテレビやゲームをして遊ぶことが多い
□買い物や犬の散歩など、家の手伝いをしない

大
人
編

子
ど
も
編

運動不足解消はふだんの生活から

１買い物は計画的にしましょう
冷蔵庫に食品を詰め込みすぎると、冷却効果が低下

し、食中毒菌が増殖しやすくなります。冷蔵庫の収納
は７割程度とし、冷風が行きわたるようにしましょう。

食品の表示は必ず確認してね！
食品の表示は、その食品を知るための情報源です。期限、保存方法などを

確認して購入し、家庭でも表示に合った適切な取り扱いをしましょう。

冬場でも油断は禁物！
暖かい家の中は、食中毒菌が増殖しやすい環境です。調理した食品は早め

に食べ、残った食品は冷蔵庫に保管し、再加熱してから食べましょう。時間
が経ち過ぎたら思い切って捨てましょう。
冬に多発するノロウイルス食中毒は、カキなどの二枚貝の生食が原因とな

ることが多くあります。十分に加熱して食べましょう。

年
末
年
始
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

食
品
を
大
量
に
購
入
し
、
長
期
間
保
存
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。
冬
期
間
で
も
食
品
の
取
り
扱
い
方
を
誤
れ
ば
、
食
中
毒
が
発

生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
右
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
、
食
中
毒
の
発

生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

食中毒菌をつけない 十分な手洗い、食材の洗浄、調
理器具の洗浄消毒を徹底して行いましょう。

市
保
健
所
衛
生
検
査
課tel (

８
８
３)

１
１
８
１

２

３

食中毒菌を増やさない 食材の適切な冷蔵・冷凍を心
がけ、調理品は室温に放置せず、早めに食べましょう。

食中毒菌をやっつける 食材は、中心部の温度を75℃で１分間以上加熱しま
しょう。調理器具は洗浄後、熱湯や塩素系漂白剤などで消毒しましょう。

食中毒予防の三原則を守ろう４

年
末
年
始
は
食
中
毒
ゼ
ロ
に
！



おおむね60歳以上のかたが対象
です。②④は動きやすい服装でお
いでください。参加無料。直接会
場へどうぞ。
①火災予防について １月18日(火)
午前10時～正午、飯島老人いこい
の家で。tel(845)3692
②体を動かそうＡＤＬ体操 １月
19日(水)午前10時～正午、八橋老人
いこいの家で。tel(862)6025
③介護保険について １月21日(金)
午前10時～正午、大森山老人と子
どもの家で。tel(828)1651
④ヨガ教室 ２月１日(火)午前10時
～正午、八橋老人いこいの家で。

tel(862)6025

初心者大歓迎(学生を除く)。ミニ
テニスで汗を流しましょう。
とき／１月８日(土)午後１時～３時、
15日(土)・22日(土)午前10時～正午
ところ／東部公民館　
定員／20人　参加料／500円
●申し込み　12月27日(月)から東部
公民館tel(834)2206

仁別のクアドーム ザ・ブーンで
開きます。事前にお申し込みくだ
さい。tel(827)2301
■健康講座
アクアビクス、水泳、エアロビ

クス、ストレッチ、健康体操など
の教室を都合のいい日に受講でき
ます。入館料は別途いただきます。
とき／１月11日(火)から28日(金)まで
の月・火・水・金曜日　
料金／フリーコース2,100円(期間中
どの教室を何度でも受講可)、１日
コース1,050円(その日の教室をすべ
て受講可)
■初心者のための水中歩行教室
水の抵抗を利用して、体に負担

をかけずに運動不足を解消します。
秋田駅東口から送迎バスあり。先
着20人。
とき／１月26日(水)午前10時45分～

午後零時15分　料金／2,600円(昼
食・入館料込み)

秋田テルサで行います。参加料１
回630円。申し込みは12月26日(日)
からテルサへ。tel(826)1800
■エアロビクス(先着20人)
①１月11日(火)から毎週火曜日に３
回、午後６時30分～７時45分
②１月12日(水)から毎週水曜日に３
回、午後６時15分～７時30分
③１月15日(土)から毎週土曜日に３
回、午前10時～11時30分　
■踏み台昇降エクササイズ(先着15人)
①１月12日(水)から毎週水曜日に３
回、午後１時30分～２時45分
②１月14日(金)から毎週金曜日に３
回、午後６時15分～７時30分
■ダンベル体操(先着20人)
１月14日(金)から毎週金曜日に３
回、午前10時15分～11時30分

とき／１月12日(水)から３月30日(水)
までの毎週水曜日、午前10時～正
午と午後１時30分～３時の２コー
ス　ところ／御所野ふれあい(交流)
センター　受講料／6,000円　定
員／各15人
●申し込み　御所野ふれあい(交流)
センターtel(826)0671

寝たきりや痴呆のかたなどを家

庭で介護しているかたが対象です。
介護している上での悩みや日ごろ
の思いを話し合う場です。参加無
料。直接会場へどうぞ。
とき／１月27日(木)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い
代表の廣田さんtel(863)0935

肥満、高血圧、糖尿病などのか
たの食事について、栄養士が相談
に応じます。電話などで予約が必
要です。
とき／１月18日(火)午前10時～午後２
時30分　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1175

秋田市地域産業保健センターで
は、働くみなさんの健康相談に医
師が無料で応じます。
■夜間・休日健康相談 電話で相
談に応じます。第２・第４木曜日と
第２・第４日曜日、午後７時～９時。
フリーダイヤル 0120-672306
■健康相談 秋田市医師会館(サン
ライフ秋田隣り)で面接相談。第
２・第４木曜日、午後１時～３時
■個別訪問相談 事業所の都合に
合わせて、直接事業所を訪問して
健康相談に応じます
●問い合わせ　秋田市地域産業保
健センターtel0120-672306

健康

いきいきサロン

働
はたら

く人
ひと

の健康
けんこう

相談
そうだん

11月19日、第２回秋田市食品安全推
進懇談会を開催しました。

市町合併に伴い、食肉衛生検査所(河辺町)の業務や、河辺・雄
和地域の監視指導を追加した「秋田市食品衛生監視指導計画」の
変更案に、委員のみなさんからご意見をいただきました。
また、県から食肉検査業務の説明を受け、BSE(牛海綿状脳症)

検査など、食肉の安全性に関する情報や意見を交換しました。

食肉の安全性に
ついて意見交換

生
い

き生
い

き健康
けんこう

スポーツ教室
きょうしつ

ザ・ブーンの講
こう

座
ざ

エンジョイスポーツ

初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

者
しゃ

の社
しゃ

交
こう

ダンス教室
きょうしつ

在宅
ざいたく

介
かい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

ダメ！歩きタバコ 煙や灰が飛んでくるし、
すれ違うときとても危険です。吸い殻のポイ捨
ても×。喫煙はマナーとルールを守って！

食
しょく

生活
せいかつ

相談
そうだん

13 広報あきた　12月24日号



14

就園前のお子さんと保護者が対
象。参加無料。直接会場へどうぞ。
子ども未来センターtel(887)5340
★親子のふれあい広場 会場はア
ルヴェ５階の子ども未来センター。
時間は午前10時～10時30分。手遊
びで遊ぼう！　よちよち広場(０～
１歳) １月20日(木) ぴょんぴょ
ん広場(２～３歳) １月27日(木)
★ミニパンダ広場 １月19日(水)午
前10時から、茨島コミセンで。親
子のふれあい遊びや育児相談など
★つくっチャオ １月21日(金)・
28日(金)午前10時～11時30分、ア
ルヴェ５階の子ども未来センター
で。身近な材料でお正月遊び

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。時間は午前９時45分
～11時。直接各保育所へどうぞ。
土崎・泉＝１月11日(火)
牛島＝１月12日(水)
港北・寺内＝１月18日(火)
川尻・川口・手形第一＝１月25日(火)
★離乳食試食会 時間は午前９時
45分～11時。申し込みは１月４日
(火)から各保育所へ。
１月11日(火) 土崎tel(845)1571

泉tel(823)1626
１月12日(水) 牛島tel(832)3045
★おかいものごっこ １月18日(火)
午前９時45分～11時、保戸野保育
所で。申し込みは１月４日(火)から。
tel(823)6928

就園前のお子さんとお母さんが
対象。午前10時～正午、北部公民
館で。参加無料。直接会場へ。
１月12日(水) 絵本の読み聞かせや
手遊び　２月２日(水) 歯の健康
●問い合わせ　北部公民館

tel(873)4839

仁別のクアドーム ザ・ブーンで
行います。事前にお申し込みくだ
さい。tel(827)2301
■ママとベビィのうきうきスイミ
ング ６か月から３歳までのお子
さんとお母さんが対象です。１月
17日(月)午前10時～11時。教室終
了後は、ザ・ブーンの施設を自由
にご利用いただけます。受講料１
組1,050円。先着20組
■ママたちのアクアビクスレッス
ン １月25日(火)午前11時～正午。
昼食、託児つき。お子さんがいな
いかたの参加も大歓迎です！　受
講料は、子どもあり1,800円、子ど
もなし1,500円。先着20人

県の「みんなで育てるのびのび
秋田っ子モデル事業」。未就園児と
その保育者が対象です。エアクッ
ション、ボールプール、ダンボー
ルや牛乳パックで作った〝ままごと
〟セットなど、楽しい遊びがいっ
ぱい。参加無料。遊びに来てね！
なお当日、イベントのお手伝い

をしてくれる小学生ボランティア
(２～４年生)を20人程度募集して
います。詳しくはwillこねっとの佐
藤さんへ。tel090-5353-1069
とき／１月29日(土)午前10時～午
後零時30分　ところ／土崎公民館

就園前のお子さんと保護者が対
象です。直接会場へどうぞ。
★このゆびとまれ！ １月18日(火)
午前10時～11時30分、明徳児童セ
ンターで。歌や体操。明徳地区主
任児童委員の奥山さん

tel(835)0674
★とんとんくらぶ １月19日(水)午
前10時～11時30分、下北手児童セ
ンターで。下北手地区主任児童委

員の兒
こ

玉さんtel(834)7347
★しゃぼんだま広場 １月21日(金)
午前10時～、四ツ小屋児童センタ
ーで。おはなし絵本。四ツ小屋地
区主任児童委員の伊藤さん

tel(839)3891
★スマイルキッズ １月31日(月)午
前10時～11時、茨島体育館で。親
子でエアロビ！　参加料500円。
スマイルキッズ

tel090-2880-5841

■たのしいお話がいっぱい ２歳
から４歳までのお子さんと保護者
が対象です。１月17日(月)午前10
時～11時、外旭川幼稚園で。劇や
大型絵本、手遊びなど。参加無料。
申し込みは１月12日(水)まで外旭川
幼稚園へ。tel(868)3400
■あそびにおいで １月20日(木)午
前９時～11時、秋田聖使幼稚園で。
こま、竹馬、お手玉などの昔遊び。
問い合わせは秋田聖使幼稚園へ。
tel(862)4880

子育て中の保護者が対象です。
「子どもの発達の意味を知る」をテ
ーマに、講話とグループワーク。
定員20人。託児あり(有料)。
とき／１月17日(月)午前10時～正
午　ところ／サンパル秋田
●申し込み　子育て応援ボランテ
ィアＳｅｅｄtel090-2954-3947

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

保育所で遊びませんか

育児サークルへどうぞ

北
き

・ら・らキッズ

子ども未来センターの催し

幼稚園においで！

子育て・親育ち学習会

夜
間
休
日

応
急
診
療
所

診療科目 小児科、耳鼻いんこう科
診療時間 午後７時30分～10時30分

夜間休日応急診療所tel(832)3333
tel(835)2222

市保健所保健予防課tel(883)1172

千秋久保田町の県成人病医療センター１階

診療科目 内科、小児科(眼科は在宅当番制)
診療時間 午前９時30分～午後３時30分

住所

夜間

休日・祝日
年末年始

問い合わせ

各診療科の専門医が診察にあたります。

ザ・ブーンでリフレッシュ

あつまれ！こどもネット

ママたちが作る子育て情報
誌。冬祭り情報、風邪予防アレ
コレなど。陶彩サエラ、藤原書
店、ブックスシティピア、
プラツL、アリスなどで販
売中！　１部200円。詳し
くは武田紀美子さんへ。

tel(828)6086

2004
冬号

▲
▲
▲
▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
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移動図書館イソップ号が、本を積んで市内を巡回しています。
１月～３月は下記の日程でまわります。近くに行ったときは、気
軽に遊びに来てね。
本は１人５冊まで、次の巡回日まで借りられます。市内に通

勤・通学しているかたも利用できます。本を借りるには「図書利
用カード」(明徳館、土崎・新屋図書館共通)が必要です。イソップ
号でもカードが作れますので、初めてのかたは、保険証、学生証
など現住所を確認できるものをお持ちください。明徳館、土崎・
新屋図書館で借りた本をイソップ号に返すこともできます。

中央図書館明徳館tel(832)9220

移動図書館

tel(887)5339
●子育てのサポート
●子どもの発達や性格
●生活環境や家族関係
●離婚やＤＶ(ドメスティッ
ク・バイオレンス)など

ご相談
ください！

専任の相談員が対応します。
電話・面接相談のほか、必要に
応じてご家庭へ出向いての相談
も行います。ひとりで悩まずに
ご連絡ください。

配偶者からの暴力で
悩んでいるかたへ

保護命令の対象を、被害者と
同居している子どもや離婚した
元配偶者まで拡大するとともに、
加害者への退去命令の期間を２
か月に延長することなどを柱と
した改正法が、12月２日に施行
されました。
改正のおもな内容は下記のと

おりです。詳しくは、秋田県男
女共同参画課へ。tel(860)1555

配偶者暴力
防止法が
改正されました

●「配偶者からの暴力」の定義を拡大
●保護命令制度の拡充　
●被害者の自立支援の明確化　　　

内閣府では、配偶者からの暴力
被害者支援情報サイトを開設し
ています。どうぞご覧ください
http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm

子育てと女性の悩み
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住住宅宅にに関関すするるトトララブブルル
高高齢齢者者ののかかたたはは要要注注意意！！
販売目的を隠して高齢者宅を訪問

し、冷静な判断をする間を与えず、
うその説明で不安がらせたりして、
強引に契約をせまる事例が多発して
います。

消費生活相談は

秋田市消費者センター
tel(866)2016

訪問業者に「このままだと家がこ
われる」と言われ、不安になって言
われるままに100万円の耐震補強工
事契約をした。契約のあと、知人か
ら「100万円の工事内容とは思えな
いし、そもそも必要な工事か疑問で
ある」と言われた。

シリーズ⑰

必要のないものはきっぱり断
ることが第一ですが、やむを得ず契
約し て、お金を支払った場合でも、
８日間以内はクーリング・オフ(無条
件解除)ができます。
また、クーリング・オフ期間を過

ぎても、法律に基づいて解約を主張
できる場合もありますので、契約時
の状況をはっきり覚えておき、また、
契約書などの書類も大事にとってお
くようにしましょう。

「排水管の清掃をします」と訪問
してきた業者に排水管の洗浄をして
もらった。翌日「排水管に異常がな
いか点検に来た」と再訪問してきた。
その際「土台にひびが入っている、
床下が腐っている」などと言われ、
不安になり補強工事や除湿剤散
布など高額の契約をした。

事例②消防出初式
１月６日(木)

山王けやき通り

消防車両、消防団の行進、消
防演技(虹色の放水)など。当日午
前９時30分から先着300人にミニ
まといをプレゼント！

当日午前７時に各消防署でサイ
レンを鳴らします。また、午前
10時30分ころ、けやき通りで消
防車がサイレンを鳴らして走行
しますので火事とお間違えのな
いように。

通行止め 午前９時30分～11時

午前10時～11時

問い合わせ
消防本部総務課
tel(823)4000

風景を描く

千秋美術館tel(836)7860

１月４日(火) ２月13日(日)
午前10時～午後６時

問い合わせ

ー秋田ゆかりの日本画家たちー

近代以降の秋田ゆかりの画家たちの
作品を、「暮らしの情景」「自然の造形」
「幻想の世界」のコーナーに分けて構
成。画家たちの、風景を見つめるまな
ざしを確かめながら、日本画の豊かな
表現に触れてみてください。

一般500円 高・大学生300円
小・中学生無料

■「自作を語る」
講師：信太金昌氏　１月16日(日)午後２時～

■学芸員による解説　
１月12日(水)・23日(日)、２月６日(日)午後２時～　

千秋美術館企画展

堀川達三郎「雪宵」

もし、訪問販売で
契約してしまったら…

事例①

コールセンターの仕事に興味があり、全日程受講できる
かたが対象です。コールセンター業務に関する実技を中心
とした講座です。受講無料。定員各15人。託児あり。

日時
１月17日(月)～20日(木)
１月24日(月)～27日(木)

１日目 コールセンター・オペレーターとは
２日目 オペレーターの基本スキルを学ぶ
３日目 基本スキルを生かした応対を学ぶ
４日目 電話応対のロールプレイング

市役所研修棟

秋田市ホームページから申込用紙を入手し、１月７日
(金)までメールでお申し込みください。
http://www.city.akita.akita.jp/
メールでお申し込みできないかたは、工業労政課へご
連絡ください。tel(866)2114

コールセンタースタッフ養成講座

※受講することで雇用が約束される講座ではありませんのでご了承ください。

会場

講義内容

申し込み

◆ギャラリートーク

▲
▲
▲
▲

▲

▲

午前９時30分～午後３時30分

寺崎廣業　　平福百穂
高橋萬年　　館岡栗山
福田豊四郎　舟山三朗
桜庭藤二郎　信太金昌　
堀川達三郎　高橋清見　
佐々木裕久

◆おもな出品作家◆　



ボランティア募集

12/24(金) 12/28(火)

●技能功労者・優秀技能者
の紹介
●旧町名物語～総集編
●チャレンジオフィスに
新たな入居者

12/29(水) １/４(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●今年の秋田市を振り返る
●勝平コレクションの
すべて～赤れんが郷土館
●コールセンタースタッフ
養成講座

15
分 ●12/26(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「市長が選ぶ10(重)大ニュース」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
t e l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●今年の秋田市を振り返る

秋田コミュニティ放送　市長と一緒 毎週火　午前 ８ 時15分～
エフエム秋田 ふれあい情報 月～土　午前10時55分～

閉園中の動物園を特別開園！
今年は合計６日間。冬の動物た
ちの暮らしぶりや園内の様子を
自由にご覧ください。
各日ともサル山のエサやり体

験、動物の食事観察など。
温かくして来園してね！

大森山動物園tel(828)5508

●レストラン、遊園地の営業は
行っていませんが、だまこ鍋
(400円)の販売あり(数量限定)。
●一部展示できない動物や利用で
きない施設があります。
●園へのアクセス道路が凍結など
で一部冬期閉鎖しています。

１月８日(土)～10日(月)

午前11時～午後２時
※入園は１時30分まで

問い合わせ

２月11日(金)～13日(日)

時間

２月11日(金)～13日(日)
太平山自然学習センター
「まんたらめ」

申し込み １月５日(水)から太平山自然学習センターtel(827)2171

参加料 6,000円 ※レンタル(スキー、スキーウェア)料、リフト代別。

２泊３日で自然に親しもう！　スキー(オーパススキー場)、
雪像作り、そり遊び、餅つきなど。秋田駅東口から送迎バスを
運行します。また、参加者の保護者のかたの中から、13日(日)に
行う餅つきのお手伝いをしていただけるかたも募集中です。

定員 先着50人

対象 小学４年生～中学３年生

とき

ところ

リサイクル
プラザ見学会

２月８日(火)・９日(水)・10日
(木)・22日(火)・23日(水)・24
日(木)・25日(金)

施設見学とボトルクラフト体験を
行います。参加無料。プレゼントも
あります。

いずれも午前10時～正午

日時

定員 各日10人

申し
込み

秋田市リサイクルプラザ
tel(829)1188

小学生以上の親子が対象です。ソーラーカーづくりや発電
の実験など。参加無料。先着15組。

●申し込み　東北電力秋田営業所総務課tel(884)3313

▲▲

広報あきた　12月24日号17

チラシで
クラフト

チラシを使って楽しく造形。作品展示、ひねもす占いもあり
ます。だれでも参加できます。無料。定員各100人。

●申し込み　自然科学学習館tel(887)5330

１月15日(土)午後零時30分～、３時～の２回
16日(日)午後零時30分～

アルヴェ２階多目的ホールで

１月11日(火)午前10時～正午
アルヴェ４階自然科学学習館で

親子エネルギー
工作教室

開園！冬の特別
入園無料

大森山動物園大森山動物園



の応急手当を学びます。受講無料。
とき／１月19日(水)午前９時～正午
ところ／秋田南消防署
●申し込み　秋田南消防署

tel(839)9551

秋田大学の澤井セイ子教授をコー
ディネーターに迎えたパネルディス
カッション。参加無料。託児あり。
とき／１月14日(金)午後１時30分～
３時30分　ところ／アルヴェ２階
多目的ホール
●問い合わせ　秋田地域振興局地域
企画課tel(860)3319

北部地区のかたが対象です。段・
級の部に分けて、日本棋院ルールで
行います。参加料1,500円(昼食代を
含む)。
とき／１月16日(日)午前９時～　
ところ／北部公民館
●申し込み　１月11日(火)まで北部
公民館tel(873)4839

コースは千秋公園ジョギングコー
ス。参加無料。
とき／１月１日(土)午前９時　
集合場所／千秋公園内八幡神社前
●問い合わせ　秋田県走友会の今野
久夫さんtel(831)0169

参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／１月22日(土)午後１時30分～
３時10分　ところ／秋田中央郵便
局体育館
●問い合わせ　秋田市ラジオ体操連
盟事務局の金山さんtel(832)6303

■Aターン相談会 県外在住で県内
への定住(就職)を希望するかたが対
象です。１月２日(日)から４日(火)ま
で、午前10時～午後４時、秋田テ
ルサ３階で
■新規高卒者全県合同就職面接会
来春３月高校卒業予定のかたが対象
です。１月12日(水)午前10時～正午、
秋田ビューホテルで
●問い合わせ　秋田県労働政策課雇
用対策室tel(860)2334

難聴児童生徒の抱える悩みなどを
情報交換します。ゲーム、自由遊び、
聾学校卒業生の体験談など。
とき／１月９日(日)午前10時～午後
零時30分　ところ／県立聾学校
●問い合わせ　秋田県立聾学校
tel(845)0291 FAX(845)6902

大学、短大、専修学校(専門課程)
に合格が決定しており、４月から第
１学年に入学するかたが対象です。
募集期間は１月24日(月)から２月４
日(金)まで。入寮希望者の面接は２
月14日(月)、みずほ苑で行います。
■東京寮(東京都世田谷区北沢一丁
目) 月額35,000円。定員男子５人
程度
■ビューリー千秋寮(神奈川県川崎
市中原区宮内四丁目) 月額44,000
円。定員女子７人程度
●問い合わせ　(財)秋田県育英会

tel(860)3552

点字図書の製本、テープ図書のコ
ピー作成など、月２，３回活動でき

るかたが対象です。先着５人。
●申し込み　12月24日(金)から秋田
県点字図書館tel(845)0031

とき／１月９日(日)午前９時まで昭
和町郷土文化伝習館駐車場に集合　
参加料／500円
●申し込み　秋田清掃登山連絡会の
大山さんtel(868)3246

秋田県の最低賃金は、時間額606
円。使用者は、労働者に対してこの
最低賃金以上の賃金を支払わなけれ
ばなりません。このほか、産業別の
最低賃金もあります。
●問い合わせ　秋田労働基準監督署

tel(865)3671

視力低下による目の不自由なかたの
生活相談＝１月９日(日)午前10時～
午後２時、県社会福祉会館身障セン
ター３階ボランティアルームで。相
談専用tel(864)2794。秋田市視覚障
害者協会tel(868)3962
無料調停相談会＝家庭内の問題、土
地・建物・金銭のもめごとなど。１
月14日(金)午前10時～午後３時、秋
田簡易裁判所(山王七丁目１－１)
で。秋田調停協会tel(824)3121
ふれあい無料法律相談＝法律、相続
などの相談に加賀谷殷弁護士が応じ
ます。１月17日(月)午前10時～正午、
市老人福祉センターで。先着６人。
申し込みは１月４日(火)午前９時か
ら電話でのみ受け付けます。

tel(863)6006
マンション管理無料相談＝委託業務
費の見直し、適正修繕積立金の相談
など。１月22日(土)午後２時～４時、
サンパル秋田中会議室で。申し込み
は１月18日(火)まで県マンション管
理士会へ。tel(868)1383

18

は
な
金
情
報

市民相談室tel(866)2039
新 屋支所tel(888)8080

催し物

案 内

問い合わせ　

市し

民
相
談
室

み
ん
そ
う
だ
ん
し
つ

の
無む

料り
ょ
う

相
談

そ
う
だ
ん

相談場所は市役所１階の市民相

談室。法律相談は新屋支所でも。

法律相談と登記相談の電話予約は

12月27日(月)午前８時30分から、各

会場で受け付けます。

登記相談も予約制になりました　
相談の種類 相談日 時間 定員など

要
予
約

予
約
不
要

法律
新屋支所

登記
交通事故
人権・困りごと
各種年金・社会保険
遺言
税務
行政書士

１月20日(木)
１月13日(木)

午前９時～正午

１月11日(火) 午後２時～４時
１月５日(水)・19日(水) 午前９時～午後３時
１月13日(木) 午後１時～４時
１月14日(金) 午後１時～４時
１月18日(火) 午前９時～正午
１月18日(火) 午後１時～４時
１月７日(金) 午後１時～４時

各日
先着８人

先着６人

当日、直接、市
民相談室にお
い で く だ さ
い。
相 談 の 順 番
は、当日、抽選

北
ほく

部
ぶ

地
ち
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く
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春
しゅん
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い ご
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みんなの体操
たいそう

・ラジオ体操
たいそう

就職
しゅうしょく

相談会
そ う だ ん か い

・面談会
め ん だ ん か い

難
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聴
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児
じ

童
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生
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徒
と
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作
さ

業
ぎょう
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ぼ

集
しゅう

石川
いしかわ

理紀之
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助
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翁
おう

を学
まな

ぶ
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無
む

料
りょう
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秋
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田
た
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さいていちんぎん

は606円
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小中学生が対象です。公民館サー
クルの活動を体験しませんか。スト
レッチ体操とゲームで遊ぼう！
とき／１月15日(土)午前９時30分～
11時30分　ところ／土崎公民館●
申し込み　土崎公民館

tel(846)1133 FAX(846)1134

小学生が対象です。スイートポテ
トとフルーツバックを作ろう。材料
費300円。先着25人。
とき／１月７日(金)午前10時～正午
ところ／土崎公民館
●申し込み　12月24日(金)から土崎
公民館tel(846)1133

土をこねて、皿や小物を作ります。
材料費１組2,000円。定員親子10組。
１回目は土作りと成形。２日目は素
焼きしたものに色つけ。
とき／１月７日(金)・23日(日)午前10
時～正午　ところ／西部公民館
●申し込み　12月27日(月)午前９時
から西部公民館tel(828)4217

託児あり。時間は午前10時～正
午。会場はサンパル秋田。受講無料。
先着20人。
１月17日(月)＝履歴書・職務経歴書
の作成、面接の受け方、講話「カラ
フルに生きる」
１月18日(火)＝知っておきたい法律、
実践講習「仕事とメイクアップ」
１月19日(水)＝パソコン講習(インタ
ーネット検索など)、フリートーク
●申し込み　12月24日(金)午前９時
から女性学習センターtel(824)7764

18歳から30歳代までのかたが対
象です。参加費200円。ただし、リ
フト代は自己負担。移動はバスにな
ります。
とき／１月30日(日)午前６時50分市
役所集合　ところ／たざわ湖スキー
場　定員／先着30人
●申し込み　12月24日(金)午前９時
から市勤労青少年ホーム

tel(824)5378

会場はサンパル秋田調理室。材料
費各500円。定員各25人。申し込み
は、いずれも12月27日(月)から中央
公民館へ。tel(824)5377
■和菓子作り教室 小学４年生から
大人までが対象です。１月６日(木)
午前10時15分～正午　
■お餅でクッキング 小学３年～６
年生が対象です。１月７日(金)午前
10時15分～午後１時

時間は午前10時～午後零時30分。
会場は秋田テルサ。参加料1,700円。
先着各24人。
①ホテルで出す！ホタテ(貝柱)を使
った料理＝１月19日(水)
②シチューのパイ包み＝１月21日(金)
③旬の野菜と魚介類＝１月26日(水)
④絵巻寿司・節分バージョン＝１月
28日(金)
●申し込み　12月25日(土)午前10時
から秋田テルサtel(826)1800

郷土史家の伊藤武美さんが講師で
す。新屋近辺の史跡と文化財がテー
マ。受講無料。先着40人。
とき／１月15日(土)午後１時30分～
３時　ところ／新屋図書館
●申し込み　１月５日(水)午前９時
から新屋図書館tel(828)4215

中学生以下のお子さんがいる保護
者が対象です。山王幼稚園の佐藤園
長が「家庭における子どもとの関わ
りとは…」と題し講演します。定員
50人。託児あり。
とき／１月19日(水)午前10時～正午
ところ／東部公民館
●申し込み　12月27日(月)午前８時
30分から東部公民館

tel(834)2206

参加無料。定員20人。
とき／１月27日(木)から２月24日(木)
までの毎週木曜日に５回、午後６時
30分～７時30分　ところ／南部公
民館
●申し込み　１月４日(火)午前８時
30分から南部公民館tel(832)2457

いずれも日本語を母語としないか
たが対象です。
■日本語教室「ジャルサ」
１月13日(木)から３月31日(木)午後

１時30分～３時30分、県国際交流
協会(県社会福祉会館)で。初級・初
中級は、毎週月・木曜日。受講料月
3,000円。中級は、毎週木曜日。受
講料月2,000円。
●申し込み 古屋さんtel(837)9542

金谷さんtel(834)2725
■秋田市日本語教室
１月13日(木)から毎週木曜日、午

後６時30分～８時、ジョイナス３
階で。日常生活に必要な会話、基本
的な読み書きを３つのレベルに分け
て学びます。受講料月1,000円。教
材費年3,000円程度。
●申し込み 添野さんtel(863)0866

古屋さんtel(837)9542

心肺蘇生法など、救急車が来る前
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忘年会　喜怒哀楽を呑みつくす ヒサト
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ここに木をくっつけてと…。そうそう、その調子。

季節だより
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で
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作
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ま
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れ
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あ
と
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お
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し
い
ケ
ー
キ
と
ご
ち
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が
あ
っ
た
ら
、
文
句
な
し
だ
ね
！

は
い
、
で
き
あ
が
り
〜
。

納税標語の入選作品が決まりました。「この税
が●●●●の輪を固め」。●●●●は？
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